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　液晶ディスプレイより低消費電力で、有機 EL ディ
スプレイより長寿命が期待できる量子ドットディ
スプレイの開発が、米国1）や韓国を中心に進めら
れている。量子ドットは、半導体をド・ブロイ波
長（数 nm〜20 nm）程度のナノサイズで 3 次元的
に閉じ込めたもので、その膜厚や粒径を変化させ
ることでバンドギャップの制御ができ、発光ある
いは受光の波長（色）が調節できる。また、高い
量子効率が得られるため、ディスプレイ・照明・
太陽電池などへの応用が検討されている。
　量子ドットディスプレイでは、発光層の可視光
領域の材料として硫化カドミウムやセレン化カド
ミウムなどが使用され、選択画素のみを発光させ
る。これまでモノカラーディスプレイは試作され
ていたが1）、光の 3 原色である RGB の塗り分け技
術が確立されていなかったため、フルカラー表示
が実現していなかった。
　2011 年 2 月、韓国サムスン電子社・ソウル大学・
英国ケンブリッジ大学の共同研究グループは、転写
印刷法による RGB3 色の塗り分け技術（図表）を確
立し、4 インチフルカラー量子ドットディスプレイ
を試作したと発表した2）。まず、Si 基板上に密着層
を形成し、量子ドット懸濁液をスピンコート後、モール
ドに転写し、さらにディスプレイ用基板上に RGB
を順次ストライプ状に印刷する。その後、熱処理と
プレス処理を施すことで、緻密な量子ドット層が得
られ、電気特性も改善される。
　デ バ イ ス 構 成 は ITO（透 明 電 極）/ PEDOT*/
TFB**/量子ドット層/TiO2 /Al（電極）/基板で、
PEDOT/TFB が正孔輸送層、TiO2 が電子輸送層
になる。電界を印加することで両側の電極から電
子と正孔が注入され、輸送されて量子ドット層で
再結合し、バンドギャップの波長に対応した色が
発光する。また、画素の ON/OFF 素子として、電
流安定性の高いハフニウム–インジウム–亜鉛の酸化
物の薄膜トランジスタを採用した。発光輝度はそれ
ぞれ、R : 16380, G : 6425, B : 423 cd/m2 であった。
　この研究で確立された転写印刷法では、インク
ジェットなどに比較してクラックのない緻密な膜が
形成できる。基板はガラスのほかに、曲げられるプ
ラスチックを用いることも可能である。転写印刷法
は、低コストで大面積化が容易であるため、量子
ドットを用いた照明や太陽電池にも応用できる。
　* Poly（3,4–ethylenedioxythiophene）
　**Poly[（9,9–dioctylfluorenyl–2,7–diyl）–co–（4,4′–（N–
（4–sec–butylphenyl））diphenylamine）]
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